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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月4日(2017.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信の方法であって、
　第１の装置において、第１の技術に関連付けられた第１の送受信機の通信スケジュール
を決定することと、
　第２の技術によって通信するための少なくとも１つの通信制御パラメータを決定するた
めに、第２の装置と通信することと、ここにおいて、前記少なくとも１つの通信制御パラ
メータの前記決定が、前記決定された通信スケジュールに基づく、
　前記第２の技術と関連付けられた複数の指向性アンテナセクタの各指向性アンテナセク
タに関して、前記第１の技術と関連付けられた通信と前記第２の技術と関連付けられた通
信との間の干渉量を決定することと、を備え、
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータの前記決定は、前記第１の技術と関連付けら
れた通信と前記第２の技術と関連付けられた通信との間の最小干渉量と関連付けられる前
記複数の指向性アンテナセクタのうちの１つを選択することを備える、方法。
【請求項２】
　前記第１の技術は、第１のカバレッジ領域に関連付けられ、ＬＴＥ技術を備え、
　前記第２の技術は、第２のカバレッジ領域に関連付けられ、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈ
技術を備え、前記第２のカバレッジ領域は、前記第１のカバレッジ領域よりも小さい、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の装置は前記第２の技術に関連付けられた第２の送受信機を備え、随意に、前
記第１の送受信機および前記第２の送受信機はコロケートされる、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
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　前記通信スケジュールは、前記第１の技術に関連付けられた間欠受信（ＤＲＸ）オフ期
間を備え、
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータの前記決定は、前記第２の技術に関する制限
付きアクセス窓が前記間欠受信（ＤＲＸ）オフ期間内に入るように、前記制限付きアクセ
ス窓を選択することを備える
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記通信スケジュールは、前記第１の技術に関連付けられた間欠受信（ＤＲＸ）オフ期
間を備え、
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータの前記決定は、前記第２の技術に関するター
ゲットウェイク時間が前記間欠受信（ＤＲＸ）オフ期間内に入るように、前記ターゲット
ウェイク時間を選択することを備える
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記通信スケジュールは、前記第１の技術に関連付けられた間欠受信（ＤＲＸ）オフ期
間を備え、
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータの前記決定は、前記間欠受信（ＤＲＸ）オフ
期間内に入る、前記第２の技術に関連付けられた制御情報の送信用の時間を選択すること
を備える
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータは、前記第２の技術に関連付けられた制御情
報の送信用のレートを備え、
　前記方法は、前記第１の技術に関連付けられた通信と前記第２の技術に関連付けられた
通信との間の干渉の量を決定することをさらに備え、
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータの前記決定は、前記干渉に基づいて、前記レ
ートを選択することを備える
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記通信スケジュールは節電スケジュールを備え、および／または、
　前記通信スケジュールは周期的通信スケジュールを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　通信のための装置であって、
　第１の技術に関連付けられた第１の送受信機の通信スケジュールを決定するための手段
と、
　第２の技術によって通信するための少なくとも１つの通信制御パラメータを決定するた
めに、別の装置と通信するための手段と、ここにおいて、前記少なくとも１つの通信制御
パラメータの前記決定が、前記決定された通信スケジュールに基づく、
　前記第２の技術と関連付けられた複数の指向性アンテナセクタの各指向性アンテナセク
タに関して、前記第１の技術と関連付けられた通信と前記第２の技術と関連付けられた通
信との間の干渉量を決定するための手段と、
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータの前記決定は、前記第１の技術と関連付けら
れた通信と前記第２の技術と関連付けられた通信との間の最小干渉量と関連付けられる前
記複数の指向性アンテナセクタのうちの１つを選択することを備え、
　前記第２の技術による通信のために前記選択された指向性アンテナセクタを使用するた
めの手段とを備える、装置。
【請求項１０】
　前記第１の技術は、第１のカバレッジ領域に関連付けられ、ＬＴＥ技術を備え、
　前記第２の技術は、第２のカバレッジ領域に関連付けられ、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈ
技術を備え、前記第２のカバレッジは、前記第１のカバレッジ領域よりも小さい、
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　請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記通信ための手段は前記第２の技術に関連付けられた第２の送受信機を備え、随意に
、前記第１の送受信機および前記第２の送受信機はコロケートされる、請求項９に記載の
装置。
【請求項１２】
　前記通信スケジュールは、前記第１の技術に関連付けられた間欠受信（ＤＲＸ）オフ期
間を備え、
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータの前記決定は、前記第２の技術に関する制限
付きアクセス窓が前記間欠受信（ＤＲＸ）オフ期間内に入るように、前記制限付きアクセ
ス窓を選択することを備える
　請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記通信スケジュールは、前記第１の技術に関連付けられた間欠受信（ＤＲＸ）オフ期
間を備え、
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータの前記決定は、前記第２の技術に関するター
ゲットウェイク時間が前記間欠受信（ＤＲＸ）オフ期間内に入るように、前記ターゲット
ウェイク時間を選択することを備え、および／または、
　前記通信スケジュールは、前記第１の技術に関連付けられた間欠受信（ＤＲＸ）オフ期
間を備え、
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータの前記決定は、前記間欠受信（ＤＲＸ）オフ
期間内に入る、前記第２の技術に関連付けられた制御情報の送信用の時間を選択すること
を備え、および／または、
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータは、前記第２の技術に関連付けられた制御情
報の送信用のレートを備え、
　前記装置は、前記第１の技術に関連付けられた通信と前記第２の技術に関連付けられた
通信との間の干渉の量を決定するための手段をさらに備え、
　前記少なくとも１つの通信制御パラメータの前記決定は、前記干渉に基づいて、前記レ
ートを選択することを備える
　請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記通信スケジュールは節電スケジュールを備え、および／または、
　前記通信スケジュールは周期的通信スケジュールを備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
　請求項１から８のいずれか一項に記載のステップを行うように実行可能なコードを備え
るコンピュータ可読媒体。
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